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■■今月サイトにアップした、新データ＆シーズンデータ今月サイトにアップした、新データ＆シーズンデータ
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リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループ

のマーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、

効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

■くらしHOW ニュース＆トピックス

[女性全体]
* ハイビジョンテレビの購入（全国）
* エステティックサロンの利用（全国）
* 美容整形・美容医療の利用と評価（全国）

[主婦データ]

* 環境について（全国）

* 顔＜見た目と年齢・おとろえ防止＞（全国）

[幼稚園児ママデータ]
* パパの子育て―育児参加の内容（首都圏・全国）
* ママの服―好きなブランドとよく買うブランド（全国）
* 子供服―普段着とお出かけ着（全国）
* 子供の靴選び（首都圏）

女性が見える、明日が見える
女性マーケティングデータサイト くらしくらしHOWHOW http://www.kurashihow.co.jp

マンスリーレポート

2008.06

* リビング新聞グループのメディア 「リビング新聞」 「シティリビング」 「あんふぁん」
と、「リビングくらしHOW研究所」の調査データです

＜サイトでご覧いただける、そのほかのデータ＞

[スペシャルレポート]
* 女性の政党・政治に関する意識（首都圏・京阪神・中京圏）

①政治に対する意識一般
（政治関心度／投票率／国政選挙投票経験／次回の選挙に対して）

②福田内閣への支持意識
（内閣支持率／支持する理由／支持しない理由）

③政党・候補者選びに関する意識
（支持政党／政党や候補者選択の重視点／参考にする情報源）

④政権交代に関する意識
（政権交代への支持率／理想とする政権枠組み）

◆2008年3月31日(月)～4月9日(水) 
「リビング新聞」読者の女性を対象としたウェブアンケート調査

[ＯＬデータ]
* 文房具＜会社での使用と購入＞（首都圏）
* 文房具＜プライベートでの使用と購入＞（首都圏）
* 生命保険・損害保険（首都圏）

●「Fuji Sankei Business i」にコラボ記事を掲載しました！！

●「政党・政治に関する意識」調査報告

●『リビングライターズ倶楽部』が発足しました！

●「カビ」の悩みと対策 （6/30実施：50件）

●ドレッシングの感想を聞かせて！ （6/16実施：549件）

●レシート活用法 私の場合！ （6/02実施：1387件）

■くらしＨＯＷモニター会議室

●●詳細はサイト「くらしHOW」でご覧ください （アクセス数は 6/30 15：30現在）
<６月のデータアクセスランキング>
①夫婦の交際＜自宅で一緒にお酒＞②夫婦の交際＜友人との集まり＞③不動産＜住まいの賃貸＞

＜2008.06.30発行＞
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（グラフ⑦） ＜「とても満足」「まあまあ満足」と回答した人＞

満足した理由 ※複数回答 （n=475）

とても満足

16.4%

まあまあ満足

56.7%

やや不満

19.6%

不満

7.4%

ある
60.2%

ない
39.8%

1回のみ
11.1%

２～３回
15.7%

４～５回
11.9%

６～10回
14.6%

11～20
回
15.7%

21回
以上
31.2%

とても

興味がある

23.0%

まあまあ

興味がある

50.7%

あまり

興味がない

20.1%

まったく

興味がない

6.1%

調査期間 ： 2007年8月27日～9月2日実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1104人／全国の女性

女性全体（2007年/全国）
「エステティックサロンの利用」アンケートサマリー
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（グラフ②）

これまでにエステに

行ったことがあるか （n=1096）

（グラフ③）

＜エステに行ったことがある人＞

これまでに何回くらいエステの施術を

受けたことがあるか （n=658）

（グラフ⑤）

＜エステに行ったことがある人＞

一番最近受けた施術（上位10位）

※単数回答 （n=655）

（グラフ⑥）

＜エステに行ったことがある人＞

一番最近受けた施術の満足度

（n=653）

（グラフ⑧） ＜「やや不満」「不満」と回答した人＞

不満な理由 ※複数回答 （n=173）
（%）

（%）

（グラフ①）

エステに興味があるか （n=1098）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

７割以上の人が「エステに興味がある」
エステに行ったことが「ある」人は６割

全国の女性1104人（未婚 17.4％、既婚 82.6％）に、エステに興味があるかを聞いたところ、「ま
あまあ興味がある」50.7％、「とても興味がある」23.0％、「あまり興味がない」20.1％、「まったく興
味がない」6.1％となり、エステに興味がある人は73.7％となった。どの年代においても「まあまあ
興味がある」が最も多かった。また、「あまり興味がない」は年代が上がるほど多くなった（グラフ
①）。

これまでにエステに行ったことがあるかは、「ある」60.2％、「ない」39.8％となり、半数以上がエス
テに行ったことがあると回答した。20代～40代は「ある」人が多く、50代以上は「ない」人が多かっ
た（グラフ②）。

＜エステに行ったことがある人＞

【施術の回数】
これまで何回くらいエステの施術を受けたかは、「21回以上」31.2％が最も多く、次いで「２～３
回」「11～20回」各15.7％と続く（グラフ③）。どの年代においても「21回以上」が最も多かった。
【これまで受けたことがある施術】
「フェイシャルケア」78.9％が圧倒的で、どの年代においても最も多かった。次いで「脱毛」36.6％、
「痩身」30.3％と続く（グラフ④）。「脱毛」「痩身」ともに若い年代のほうが施術を受けている傾向が
うかがえた。
【一番最近受けた施術】
「フェイシャルケア」44.9％が圧倒的で、どの年代においても最も多く、50代では６割を超えた。
次いで「脱毛」14.5％、「痩身」10.4％と続く（グラフ⑤）。
【一番最近受けた施術の満足度】
「まあまあ満足」56.7％、「やや不満」19.6％、「とても満足」16.4％、「不満」7.4％となり、満足感を
感じている人は７割を超えた（グラフ⑥）。また、どの年代においても「まあまあ満足」が最も多かっ
た。
施術別にみると、「ヘッドスパ」「全身ケア」「リラクセーション」は満足度が高く、逆に「痩身」「セル
ライト除去」は満足度が低かった。
【満足した理由】 ※「とても満足」「まあまあ満足」と回答した人のみ
「施術が気持ち良かった」64.6％、「料金がリーズナブルだった」44.8％、「施術の効果が感じられ
た」31.2％と続く（グラフ⑦）。どの年代においても満足の理由トップ２は「施術が気持ち良かった」
「料金がリーズナブルだった」となった。「サロンの雰囲気が良かった」は若い年代ほど多くなり、
「お店が行きやすい場所だった」は40代以下に比べ50代以上で高い数値となった。
【不満な理由】 ※「やや不満」「不満」と回答した人のみ
「施術の効果が感じられなかった」63.6％、「料金が高かった」45.1％、「勧誘があった」43.4％と
続く（グラフ⑧）。20代は「勧誘があった」、30代以上は「施術の効果が感じられなかった」が最も多
かった。「料金が高かった」は若い年代ほど多くなった。

（%）

（グラフ④）

＜エステに行ったことがある人＞

これまで受けたことがある施術

（上位10位） ※複数回答 （n=659）
（%）
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（グラフ⑨） ＜エステに行ったことがない人＞行ったことがない理由

※複数回答 （n=425）

調査期間 ： 2007年8月27日～9月2日実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1104人／全国の女性

女性全体（2007年/全国）
「エステティックサロンの利用」アンケートサマリー
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（グラフ⑩）

今後エステに行きたいか

（n=1096）

（グラフ⑪） ＜今後エステに行きたい人＞

受けたい施術（上位10位） ※複数回答 （n=796）

（グラフ⑤） ＜今後エステに行きたくない人＞行きたくない理由

※複数回答 （n=296）
（グラフ⑬） ＜今後エステに行きたい人＞

最も関心がある施術を受けるのに払える金額

※単数回答 （n=786）

（%）

（%）

（%）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

＜エステに行ったことがない人＞

【行ったことがない理由】
「料金が高い」85.4％、「勧誘がありそう」65.9％、「信頼できるサロンを知らない」51.1％と続く（グ
ラフ⑨）。どの年代においても「料金が高い」が最も多かった。「自分には必要がない」は年代が上
がるほど多くなった。

＜今後エステに行きたいか＞

全員に今後エステに行きたいかを聞いたところ、「行きたい」72.7％、「行きたくない」27.3％となっ
た（グラフ⑩）。「行きたい」は若い年代ほど多くなり、60代以上では５割なのに対し、20代は８割と
なった。また、エステの経験者で「行きたい」と回答した人は83.2％、非経験者では56.6％となった。

最も関心がある施術は「フェイシャルケア」、かけられる金額は「１万円」

今後エステに「行きたい」と回答した人に、受けたい施術を聞いたところ、「フェイシャルケア」
76.0％、「リラクセーション」52.9％、「全身ケア」45.1％と続く（グラフ⑪）。50代以下は「フェイシャル
ケア」、60代以上は「リラクセーション」が最も多かった。「痩身」「脱毛」「ネイルケア」は若い年代
ほど多くなった。

受けたい施術のうち、現在、最も関心がある施術は、「フェイシャルケア」35.3％が最も多く、次
いで「リラクセーション」15.4％、「痩身」13.3％と続く（グラフ⑫）。50代以下は「フェイシャルケア」、
60代以上は「リラクセーション」が最も多かった。「全身ケア」は40代以下に比べ50代以上のほうが
高い数値となった。
また、最も関心がある施術を受けるのに、トータルでかかる費用としていくらまでなら払うかは、
「１万円」53.9％が圧倒的だった。次いで「３万円」18.1％、「５万円」12.0％と続く（グラフ⑬）。どの
年代においてもトップ２は「１万円」「３万円」だった。また、「１万円」と回答した人は年代が上がる
ほど多くなった。

今後エステに行きたくないと思う理由は「料金が高い」80.1％

今後エステに「行きたくない」と回答した人に、その理由を聞いたところ、「料金が高い」80.1％が
最も多く、次いで「勧誘がありそう」53.7％、「信頼できるサロンを知らない」33.8％と続く（グラフ⑭）。
どの年代においても「料金が高い」が最も多かった。また、「料金が高い」「勧誘がありそう」は若い
年代ほど多くなった。

エステについての意見や、知りたいことをフリーアンサーで聞いたところ、「全身エステは興味が
あるが、サロンの評判が気になる。体験談など知りたい」（東京都/40歳/その他）、「主婦でも気軽
に行けるエステ。託児所つきがあるといい」（熊本県/30歳/専業主婦）、「エステで、お試しキャン
ペーンがあるが、本当にあの値段だけでいいのか不安」（神奈川県/49歳/専業主婦）などが挙
がった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 10.4％、30代 43.8％、40代 29.2％、50代 13.7％、60代以上 3.0％。平均年齢 40.0
歳。●居住地：関東 45.4％（東京都 18.0％、神奈川県 14.5％、千葉県 7.3％、埼玉県 4.7％、栃
木県 0.5％、茨城県 0.2％、群馬県 0.1％）、北海道 0.6％、東北 2.7％、北陸 0.5％、甲信 0.2％、
東海 6.2％、近畿 35.3％（大阪府 15.9％、兵庫県 14.3％、京都府 2.5％、滋賀県 1.8％、和歌山
県 0.5％、奈良県 0.2％）、中国 2.3％、四国 1.5％、九州 5.3％。●未既婚：未婚 17.4％、既婚
82.6％。●働き方：専業主婦 52.5％、フルタイムワーク 22.1％、パート・アルバイトワーク 18.1％、
自由・自営業 2.1％、在宅ワーカー 0.9％、そのほか 4.3％。
＜調査実施＞ リビング新聞（東京）

（%）

（グラフ⑫） ＜今後エステに行きたい人＞

最も関心がある施術（上位10位） ※単数回答 （n=790）
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（グラフ④）

＜美容整形・美容医療を受けたことがある人＞

これまで受けたことがある施術（上位10位）

※複数回答 （n=93）
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（グラフ①）

美容整形・美容医療に

興味があるか （n=1095）

調査期間 ： 2007年8月27日～9月2日実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1104人／全国の女性

女性全体（2007年/全国）
「美容整形・美容医療の利用と評価」アンケートサマリー
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（グラフ②）

これまでに美容整形・美容医療を

受けたことがあるか （n=1092）

（グラフ③）

＜美容整形・美容医療を受けたことがある人＞

これまでに何回くらい美容整形・美容医療の

施術を受けたか （n=92）

（グラフ⑥）

＜美容整形・美容医療を

受けたことがある人＞

一番最近受けた施術の

満足度 （n=92）

（グラフ⑤）

＜美容整形・美容医療を受けたことがある人＞

一番最近受けた施術（上位10位） ※単数回答

（n=92）

（%）

（%）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

美容整形・美容医療に「興味がある」38.8％

全国の女性1104人（未婚 17.4％、既婚 82.6％）に、美容整形・美容医療への興味を聞いたとこ
ろ、「あまり興味がない」32.8％、「まあまあ興味がある」30.9％、「まったく興味がない」28.5％、「と
ても興味がある」7.9％となった（グラフ①）。

これまでに美容整形・美容医療を受けたことがあるかは、「ある」8.7％、「ない」91.3％となり、受
けたことが「ない」人が圧倒的だった（グラフ②）。受けたことが「ある」人は、30代以上は１割以下
なのに対して20代では14.9％となり、他の年代に比べ高くなった。

＜美容整形・美容医療を受けたことがある人＞

【施術の回数】
これまで何回くらい美容整形・美容医療の施術を受けたかは、「１回のみ」31.5％、「２～３回」
27.2％、「６～10回」16.3％と続く（グラフ③）。
【これまで受けたことがある施術】
「レーザー治療によるシミ取り」33.3％、「ピーリング」25.8％、「レーザー治療によるホクロ除去」
23.7％と続く（グラフ④）。「レーザー治療によるシミ取り」は30代以下に比べ40代以上で高い数値
となった。
【一番最近受けた施術】
「レーザー治療による脱毛」17.4％、「レーザー治療によるシミ取り」「レーザー治療によるホクロ
除去」各15.2％と続く（グラフ⑤）。「レーザー治療による脱毛」は若い年代ほど多くなった。
【一番最近受けた施術の満足度】
「まあまあ満足」50.0％が最も多く、次いで「とても満足」20.7％、「やや不満」18.5％、「不満」
10.9％となり、施術に満足感を感じた人は約７割となった（グラフ⑥）。
施術別では「レーザー治療によるホクロ除去」「二重まぶた形成（埋没法）」は満足度が高く、
「レーザー治療によるシミ取り」は満足度が低かった。
【満足した理由】 ※「とても満足」「まあまあ満足」と回答した人のみ
「施術の効果が感じられた」60.9％、「料金がリーズナブルだった」46.9％、「時間がかからなかっ
た」32.8％と続く（グラフ⑦）。
【不満な理由】 ※「やや不満」「不満」と回答した人のみ
「施術の効果が感じられなかった」81.5％、「料金が高かった」51.9％が高い数値となった。次い
で「痛かった」18.5％、「病院の雰囲気が悪かった」11.1％と続く（グラフ⑧）。
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（グラフ⑦）

＜「とても満足」「まあまあ満足」と回答した人＞

満足した理由 ※複数回答 （n=64）
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（グラフ⑧）

＜「やや不満」「不満」と回答した人＞

不満な理由（上位10位） ※複数回答

（n=27）
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（グラフ⑨） ＜美容整形・美容医療を受けたことがない人＞

行ったことがない理由（上位10位） ※複数回答 （n=954）

調査期間 ： 2007年8月27日～9月2日実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1104人／全国の女性

女性全体（2007年/全国）
「美容整形・美容医療の利用と評価」アンケートサマリー
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（グラフ⑩）

今後美容整形・美容医療を

受けたいか （n=1093）

（グラフ⑪） ＜今後美容整形・美容医療を受けたい人＞

受けたい施術（上位10位） ※複数回答 （n=295）

（グラフ⑭） ＜今後美容整形・美容医療を

受けたくない人＞受けたくない理由（上位10位）

※複数回答 （n=780）

（グラフ⑬） ＜今後美容整形・美容医療を

受けたい人＞最も関心がある施術を受ける

のに払える金額 ※単数回答 （n=289）

（%）

（%）

（%）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

＜美容整形・美容医療を受けたことがない人＞

【受けたことがない理由】
「施術の失敗が怖い」58.9％、「料金が高い」53.7％、「体を変えることに抵抗感がある」45.1％と
続く（グラフ⑨）。20代は「施術の失敗が怖い」と「料金が高い」、30代以上は「施術の失敗が怖い」
が最も多くなった。

＜今後、美容整形・美容医療を受けたいか＞

全員に今後、美容整形・美容医療を受けたいかを聞いたところ、「受けたい」27.0％、「受けたくな
い」73.0％となった（グラフ⑩）。また、美容整形・美容医療の経験者で「受けたい」と回答した人は
80.0％、非経験者では21.9％だった。

最も関心がある施術は「レーザー治療によるシミ取り」、かけられる金額は「５万円」

今後、美容整形・美容医療を「受けたい」と回答した人に、受けたい施術を聞いたところ、「レー
ザー治療によるシミ取り」55.3％が最も多く、次いで「レーザー治療による脱毛」28.1％、「ヒアルロ
ン酸注射によるシワ取り」27.5％と続く（グラフ⑪）。20代は「レーザー治療による脱毛」、30代～50
代は「レーザー治療によるシミ取り」、60代以上は「ヒアルロン酸注射によるシワ取り」が最も多く
なった。

受けたい施術のうち、現在、最も関心がある施術は、「レーザー治療によるシミ取り」22.6％が最
も多く、次いで「脂肪吸引」11.6％、「レーザー治療による脱毛」9.6％と続く（グラフ⑫）。20代は
「レーザー治療による脱毛」、30代～50代は「レーザー治療によるシミ取り」、60代以上は「ヒアル
ロン酸注射によるシワ取り」が最も多くなった。
また、最も関心がある施術を受けるのに、トータルでかかる費用としていくらまでなら払うかは、
「５万円」24.2％、「３万円」20.8％、「10万円」20.4％と続く（グラフ⑬）。20代、40代、50代は「５万
円」、30代は「３万円」、60代以上は「１万円」が最も多かった。

今後、美容整形・美容医療を受けたくないと思う理由は「料金が高い」52.8％

今後、美容整形・美容医療を「受けたくない」と回答した人に、その理由を聞いたところ、「料金が
高い」52.8％、「施術の失敗が怖い」50.4％、「体を変えることに抵抗感がある」47.6％と続く（グラフ
⑭）。30代以下は「料金が高い」、40代以上は「施術の失敗が怖い」が最も多くなった。

美容整形・美容医療について、意見や知りたいことをフリーアンサーで聞いたところ、「美容整形
に対するからだの影響(年を重ねるたびの影響）」（愛知県/30歳/フルタイムワーク）、「本当に信
頼できる美容整形の場所を知らないので、情報を提供してくれる場があれば嬉しい」（大阪府/33
歳/専業主婦）、「料金が高いのが難点。あとは信頼性。もし、失敗したときの補償とかはどうなの
か知りたいです。どうしても、週刊誌の広告のイメージがあり、信用してよいのかがとても不安で
す」（東京都/41歳/フルタイムワーク）などが挙がった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 10.4％、30代 43.8％、40代 29.2％、50代 13.7％、60代以上 3.0％。平均年齢 40.0
歳。●居住地：関東 45.4％（東京都 18.0％、神奈川県 14.5％、千葉県 7.3％、埼玉県 4.7％、栃
木県 0.5％、茨城県 0.2％、群馬県 0.1％）、北海道 0.6％、東北 2.7％、北陸 0.5％、甲信 0.2％、
東海 6.2％、近畿 35.3％（大阪府 15.9％、兵庫県 14.3％、京都府 2.5％、滋賀県 1.8％、和歌山
県 0.5％、奈良県 0.2％）、中国 2.3％、四国 1.5％、九州 5.3％。●未既婚：未婚 17.4％、既婚
82.6％。●働き方：専業主婦 52.5％、フルタイムワーク 22.1％、パート・アルバイトワーク 18.1％、
自由・自営業 2.1％、在宅ワーカー 0.9％、そのほか 4.3％。
＜調査実施＞ リビング新聞（東京）

（%）

（グラフ⑫） ＜今後美容整形・美容医療を受けたい人＞

最も関心がある施術（上位10位） ※単数回答 （n=292）
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調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 629人／ハイビジョンテレビを購入した全国の女性

女性全体（2008年/全国）
「ハイビジョンテレビの購入」 アンケートサマリー

グラフ①-1 購入したハイビジョンテレビのブランドは何
ですか？＜２台以上ある場合は、リビングに置いてあるもの＞（n=623)購入したハイビジョンテレビのブランドは、「シャープ『AQUOS』」42.2％

ハイビジョンテレビを買ったことがある女性629人（未婚13.0％、既婚87.0％）に聞いたところ、購
入したハイビジョンテレビのブランドは、「シャープ『AQUOS』」42.2％が最も多く、次いで「パナソニッ
ク『VIERA』」17.8％、「ソニー『BRAVIA』」13.2％となった。（グラフ①-1）

家族の人数別でみると、どの人数においても「シャープ『AQUOS』 」を購入している人が最も多い
が、「５人以上」の家庭では、 「パナソニック『VIERA』」が28.1％と割合が大きくなる。（グラフ①-2）

購入したハイビジョンテレビの映像を表示する方式は、「液晶」76.2％が１位で、「プラズマ」22.4％、
「有機ＥＬ」0.2％と、「液晶」 の割合が非常に高い。（グラフ②-1）

家族の人数別でみても、 「液晶」が大多数を占めており、 「５人以上」の家庭では、 「プラズマ」の
割合が35.1％と「２人以下」の家庭の約２倍となった。 （グラフ②-2）

また、購入したハイビジョンテレビの大きさは、「37ｖ～42ｖ」45.1％、「20ｖ～32ｖ」42.2％が並んで
おり、以下「46ｖ～52ｖ」10.0％となっている。 （グラフ③-1）

家族の人数別でにみると、大人数の家庭ほど大型サイズの購入割合が増える傾向がある。しか
し、「２人以下」の家庭でも37ｖ以上のサイズの購入が５割を超えている （グラフ③-2）。

購入したハイビジョンテレビのブランドと大きさのクロスをみると、「シャープ『AQUOS』」 は、 「20ｖ
～32ｖ」 「37ｖ～42ｖ」 「46ｖ～52ｖ」間で、すべて３分の１以上を占めている。 「パナソニック
『VIERA』」 は大画面になるほど購入割合が増えており、大画面を求める人に強いブランドである
といえる（グラフ③-3）。

グラフ①-2 購入したハイビジョンテレビのブランドは
何ですか？＜２台以上ある場合は、リビングに置いてあるもの＞

（n=623)
全体

家族人数別
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グラフ②-1 購入したハイビジョンテレビの
映像方式は何ですか？（ｎ=625）

グラフ③-1 購入したハイビジョンテレビのサイズは？
（ｎ=623）

グラフ②-2 購入したハイビジョンテレビの映像方式は
何ですか？（ｎ=625）
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調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 629人／ハイビジョンテレビを購入した全国の女性

女性全体（2008年/全国）
「ハイビジョンテレビの購入」 アンケートサマリー

購入したきっかけは「以前のものが古くなったから」55.9％

ハイビジョンテレビを購入した時期を聞くと、「２年以内」が23.5％と最も多く、次いで「１年以内」
22.1％、「半年以内」19.4％、「３ヶ月以内」11.7％、「１ヵ月以内」9.6％と、調査時点より半年から
２年以内の間に購入をした人が約半数、半年以内に購入した人が21.3％となった。 （グラフ④）

ハイビジョンテレビを購入しようと思ったきっかけは、「以前のものが古くなったから」が55.9％と
過半数を超えており、「美しい映像で見たかったから」38.6％、「アナログ放送打ち切りに備えて」
30.2％が高い数値となった。（グラフ⑤）

家族の人数別でみると、「２人以下」の家庭では「引っ越しを機会に」、 「３～４人」では「美しい映
像で見たかったから」、 「５人以上」の家庭では「以前のものが古くなったから」「アナログ放送打ち

切りに備えて」が平均よりも高い。

また、主婦の視点や女性として、そのテレビを買った決め手を選んでもらったところ、「画像の美
しさ」71.4％が圧倒的に多く、「デザイン（薄さ、色など）」42.0％、「省エネ性」19.2％、「夫が選んだ
のでわからない」16.3％、「音響の良さ」12.9％と続く。（グラフ⑥）

家族の人数別では、 「２人以下」の家庭では「デザイン性（薄さ、色など） 」「省エネ性」「音響の良

さ」、「３～４人」では「録画機能」、「５人以上」では「画像の美しさ」「早い動きに強い」「目に優しい」
が他のセグメントよりも高くなった。

＜回答者プロフィル＞
■年代：20代11.1％、30代42.8％、40代26.4％、50代14.0％、60代以上5.7％％、平均年齢40.54歳
■職業：専業主婦56.0％、フルタイムワーク22.7％、パート・アルバイトワーク16.5％、その他4.6％、
不明0.2％ ■未既婚：未婚13.0％、既婚87.0％ ■子供有無：あり59.8％、なし30.5％、不明
9.7％ ■末子年齢：未就学児21.1％、小学校低学年8.3％、小学校高学年4.0％、中学生5.4％、高
校生3.7％、大学・社会人以上16.9％、不明40.7％ ■居住地：北海道1.6％、東北2.4％、関東
50.5％（東京20.3％、神奈川県14.8％、千葉県8.6％、埼玉県5.2％、栃木県0.8％、茨城県0.5％、群
馬県0.3％ ）、北陸0.8％、甲信0.3％、東海6.7％、近畿28.5％（大阪府12.7％、兵庫県11.1％、京都
府2.4％、滋賀県1.4％、和歌山県0.6％、奈良県0.3％）、中国2.2％、四国1.7％、九州5.4％。

＜調査実施＞リビング新聞（東京）

グラフ④ いつ購入しましたか？ （n=625)
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グラフ⑤ ハイビジョンテレビを買おうと思ったきっかけは何ですか？（複数回答） （n=622)
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グラフ⑥ 主婦の視点や女性として、そのテレビを買った決め手は何ですか？（複数回答） （n=626)
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調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1199人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「環境について」アンケートサマリー

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/2

（グラフ②）

地球温暖化についてどう感じているか （n=1195）

（グラフ③）

環境のため（地球温暖化防止のため）に

していることはあるか （n=1185）

（グラフ⑥） この１年間で新たに実行した取り組み（上位10位） ※複数回答 （n=1160）

（グラフ⑤） 具体的に実行した、実行している取り組み（上位10位）

※複数回答 （n=1193）（%）

（グラフ①）

地球温暖化について知っているか （n=1190）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

半数以上が地球温暖化について「非常に危機感を感じる」

全国の既婚女性1199人に、地球温暖化について知っているかを聞いたところ、「詳しく知ってい
る」21.0％、「やや知っている」76.1％、「あまり知らない」2.9％となった（グラフ①）。「詳しく知ってい
る」「やや知っている」を合わせると97.1％となり、地球温暖化に対する関心の高さがうかがえる。

また、地球温暖化についてどう感じているかは、「非常に危機感を感じる」54.1％が半数を超え、
次いで「やや危機感を感じる」42.5％。９割以上の人が地球温暖化に危機感を感じている（グラフ
②）。

環境のため（地球温暖化防止のため）にしていることがある人は83.8％
具体的な取り組みは「近いところへは歩くか、自転車で行く」

環境のため（地球温暖化防止のため）にしていることは、「ある」83.8％、「ない」2.9％、「どちらと
もいえない」13.3％となり、大多数の人が環境のために何かしらの取り組みをしている（グラフ③）。
また、地球温暖化について高い危機感を感じている人ほどその割合が高くなる。
環境のため（地球温暖化防止のため）にしていることが「ある」人に、その取り組みに最も積極的
な家族を聞いたところ、「本人」88.5％が圧倒的だった。次いで、「夫」6.4％、「子ども」2.7％と続く
（グラフ④）。

具体的に実行した、実行している取り組みは、「近いところへは歩くか、自転車で行く」76.8％、
「風呂の残り湯を洗濯にまわす」73.3％、「冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定す
る」72.0％と続く（グラフ⑤）。地球温暖化について高い危機感を感じている人ほど、さまざまな取り
組みを行っていた。
また、この１年で新たに実行したことは、「近いところへは歩くか、自転車で行く」34.1％、「冷房の
温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定する」30.3％、「風呂の残り湯を洗濯にまわす」26.6％
となった（グラフ⑥）。

（%）

（グラフ④）

＜環境のため（地球温暖化防止のため）にしていることがある人＞

その取り組みに最も積極的な家族 （n=989）
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調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1199人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「環境について」アンケートサマリー

（グラフ⑧）

「カーボンオフセット」付きの商品を買ったことがあるか

（n=1143）

（グラフ⑦）

「カーボンオフセット」を知っているか （n=1190）

「カーボンオフセット」を「聞いたことはある」51.3％

「カーボンオフセット」（※）を知っているかは、「内容までよく理解している」5.5％、「聞いたことは
ある」51.3％、「知らない」43.2％となり、「カーボンオフセット」という言葉は知っていても、内容の認
知度はまだ低いようだ（グラフ⑦）。
また、「カーボンオフセット」の商品を買ったことはあるか聞いたところ、「ない」93.8％、「ある」
6.2％となり、９割以上の人が買ったことはないと回答した（グラフ⑧）。

環境問題についての意見をフリーアンサーで聞いたところ、「子供が産まれてからは、危機感が
増しました。この子が成人するころ、環境はどうなっているのか…とよく考えてしまいます」（熊本
県/35歳/専業主婦）、「国、企業、個人それぞれがそれぞれのレベルでの取り組みを積極的にす
ることが大切。誰かまかせではだめだと思う」（京都府/50歳/パート・アルバイトワーク）、「環境問
題に対して非常に関心があり、取り組んでいますが、正直、どれだけの効果があるのか実感でき
ないのが現状。もっと、社会全体が環境問題に対して情報提供をするなり、行動や姿勢を見せて
欲しいです」（兵庫県/33歳/在宅ワーカー）、「エコ気分にとらわれてマイバッグやマイ箸を大量生
産・販売するのは本末転倒ではないかと思う」（大阪府/30歳/フルタイムワーク）などの意見が挙
がった。

（※）カーボンオフセットとは、生活や経済活動などにより排出されてしまうＣＯ2などを、植林、森
林保護、クリーンエネルギー事業などを行うことで相殺しようという考え方や活動のこと。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 8.6％、30代 40.4％、40代 30.6％、50代 14.5％、60代以上 5.9％。平均年齢 41.2歳。
●居住地：関東 48.3％（東京都 18.0％、神奈川県 14.7％、千葉県 8.0％、埼玉県 5.5％、栃木県
1.2％、 茨城県 0.7％、群馬県 0.3％）、北海道 1.4％、東北 3.3％、北陸 0.9％、甲信 0.3％、東海
7.1％、近畿 27.4％（大阪府 10.8％、兵庫県 9.6％、京都府 4.5％、滋賀県 1.3％、和歌山県 1.0％、
奈良県 0.3％）、中国 3.4％、四国 2.3％、九州 5.5％、沖縄 0.1％。
●働き方：専業主婦 58.9％、フルタイムワーク 16.1％、パート・アルバイトワーク 19.3％、自由・自
営業 1.7％、在宅ワーカー 1.1％、そのほか 2.9％。
●家族構成：夫婦２人 29.4％、夫婦と子ども（末子が小学生未満） 22.4％、夫婦と子ども（末子が
小学生） 12.9％、夫婦と子ども（末子が中学生以上） 23.0％、その他 12.3％。

＜調査実施＞リビング新聞（東京）
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ある

51.3%

知らない

43.2%
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よく理解

している

5.5%

ある

6.2%

ない

93.8%

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430 2/2Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1752人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「顔＜見た目と年齢・おとろえ防止＞」アンケートサマリー

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/2

（グラフ②）

自分で自分の顔は年齢と比べてどう見えるか

（グラフ③）

自分の顔の中で、見た目が「若い頃とは違ってきた」と

感じる場所 ※複数回答 （n=1749）

（グラフ④）

＜見た目が「若い頃とは違ってきた」と感じる人＞

原因は何だと思うか ※複数回答 （n=1691）

（%）
（%）

（%）

（グラフ①）

周囲から年齢と顔について言われること

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

＜見た目と年齢＞

周囲から「年齢より若く見えると言われる」60.2％
自分では「年齢相応だと思う」48.5％

全国の既婚女性1752人に、周囲から年齢と顔について言われることを聞いたところ、「年齢より
若く見える」60.2％が多く、次いで「年齢相応」26.8％、「年齢と顔について人から何か言われたこ
とがない」6.8％となった。20代は「年齢相応」、30代以上は「年齢より若く見える」が最も多かった。
また「年齢より若く見える」は年代が上がるほど多く、「年齢より老けて見える」は若い年代ほど多
くなった（グラフ①）。

自分で自分の顔は年齢と比べてどう見えるかは、「年齢相応だと思う」が48.5％と約半数。次い
で「年齢より若く見えると思う」39.3％、「年齢より老けて見えると思う」12.2％となった。「年齢より若
く見えると思う」は年代が上がるほど多く、「年齢より老けて見えると思う」は若い年代ほど多くなっ
た（グラフ②）。

若い頃と違ってきたと感じる場所は「目、目もと」69.8％
違ってきたと感じる原因は「たるみ」「ハリがない」「シミ」がトップ３

自分の顔の中で、見た目が「若い頃とは違ってきた」と感じる場所は、「目、目もと」69.8％が最も
多く、次いで「口もと」45.5％、「頬」43.6％と続く（グラフ③）。どの年代においても、若い頃とは違っ
てきたと感じる場所の１位は「目、目もと」だが、２位は、20代～40代は「頬」、50代以上は「口もと」
となり、年代による違いがうかがえた。また、「あごのライン」「ひたい」は年代が上がるほど多く
なった。

見た目が「若い頃とは違ってきた」と感じる人に、原因は何だと思うかを聞いたところ、「たるみが
あること」58.9％、「肌にハリがないこと」57.8％、「シミが目立つこと」51.4％と続く（グラフ④）。20代
は「シワが目立つこと」、30代は「肌にハリがないこと」、40代以上は「たるみがあること」が最も多
かった。また「肌にハリがないこと」「シミが目立つこと」は30代以降多くなり、「たるみがあること」
は40代以降多くなった。

自分の顔について「若い頃と違ってきた」と感じ始めた年齢は、「30歳～34歳」27.6％、「25歳～
29歳」「35～39歳」各19.0％と続く（グラフ⑤）。

（グラフ⑤）

自分の顔について「若い頃とは違ってきた」と感じ始めた年齢

※単数回答 （n=1688）
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調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ：リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」にアンケートを掲出
集計数 ： 1752人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「顔＜見た目と年齢・おとろえ防止＞」アンケートサマリー

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

（グラフ⑥）

「年齢によるおとろえ」の防止・改善のために

日々努力していることはあるか

（グラフ⑦）

年齢によるおとろえを防止・改善するために

ひと月いくらまでなら使えるか （n=1743）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

＜年齢によるおとろえの防止＞

半数以上の人が、年齢によるおとろえの防止・改善のために日々努力！

「年齢によるおとろえ」の防止・改善のために、日々努力していることはあるかは、「ある」55.0％、
「ない」45.0％となった。どの年代においても「ある」が多かったが、20代では69.0％と他の年代に
比べ多くなった（グラフ⑥）。

「ある」と回答した人に、どんなことを実践しているかをフリーアンサーで聞いたところ、「果物な
どビタミンＣを多く取り入れるようにしている」（35歳/東京都/フルタイムワーク）、「マッサージをお
風呂で、またお金と時間に余裕があればエステに行っている」（55歳/東京都/パート・アルバイト
ワーク）、「顔のマッサージとローションパックをして蒸しタオルで顔を温めた後、氷で冷やす。これ
を毎日」（66歳/愛知県/専業主婦）などが挙がった。

年齢によるおとろえの防止・改善に使える金額は、ひと月「１万円未満」

年齢によるおとろえを防止・改善するために、ひと月いくらまでなら使えるかは、「１万円未満」
60.7％が最も多く、次いで「お金は使いたくない」26.7％となった。どの年代においても「１万円未
満」が最も多かった（グラフ⑦）。

「年齢」と「顔」について、思うことやコンプレックスなどをフリーアンサーで聞いたところ、「30歳を
過ぎると実年齢より見た目や肌年齢が重要だな、と思う」（32歳/神奈川県/専業主婦）、「毎日ハ
リのある生活を送っていると、表情が明るくなり、若く見られると思います。でもさすがに年齢を重
ねていけば、たるみやしわは仕方ないこと。マッサージや食事など出来るだけ肌の老化を遅らせ
ようと努力をしています」（44歳/千葉県/パート・アルバイトワーク）、「顔が大きいこと。皮膚のた
るみ。もう少し若くなれたらいいのに、と思います」（58歳/兵庫県/パート・アルバイトワーク）など
が挙がった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 9.0％、30代 37.0％、40代 31.3％、50代 16.7％、60代以上 5.9％。平均年齢 41.9歳。
●居住地：関東 40.0％（東京都 14.9％、神奈川県 13.0％、千葉県 6.6％、埼玉県 4.3％、栃木県
0.7％、茨城県 0.4％、群馬県 0.1％）、北海道 1.4％、東北 2.9％、北陸 1.1％、甲信 0.2％、東海
6.1％、近畿 38.9％（大阪府 16.2％、兵庫県 14.5％、滋賀県 4.3％、京都府 3.1％、和歌山県
0.7％、奈良県 0.1％）、中国 2.7％、四国 1.8％、九州 4.9％、沖縄 0.1％。
●子供の有無：あり 75.1％、なし 24.9％。
●末子年齢：未就学児 30.9％、小学校低学年 12.4％、小学校高学年 9.4％、中学生 8.5％、高校
生 7.7％、大学・社会人以上 31.1％。
●働き方：専業主婦 61.4％、フルタイムワーク 13.9％、パート・アルバイトワーク 22.2％、そのほ
か 2.5％。

＜調査実施＞リビング新聞（東京）
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幼稚園児ママ（2007年／首都圏・全国）
「パパの子育て」 アンケートサマリー

調査期間 ：（A） 2007年6月、（B）2007年9月実施
調査方法 ：（A）園児とママの情報誌「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート、 （B） 2007年
9月・10月合併号誌面アンケート調査 ／集計数 ： （A） 267人、 （B） 500人／ （A）首都圏の
私立幼稚園児をもつ既婚男性（B）全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

グラフ① パパは育児にどのくらい参加していると思っていますか？（パパ自身の回答） （全体ｎ＝267）９割近くのパパが育児参加
「ママの2～3割」というパパの意識にママも納得

パパの育児参加割合を、パパ、ママそれぞれに聞いてみたところ、９割近くのパパが「ママ
の2～3割程度」以上は育児に参加していると回答し、「ほとんどしていない」と回答したのは
わずか１割強であった。最も多かったのは「ママの2～3割程度」という回答で、６割近く。（グラ
フ①）

一方、同内容の質問に対するママの答えは「全く参加していない」が3.2％とごくわずかで、
「ママの3～4割程度」が30.3％とボリュームゾーンとなっている（グラフ②） 。多少の差は見ら

れるが、パパの育児参加割合についてパパとママの感覚にズレは見られない。

運動会、入園式はパパも積極的に参加

園児パパがもっともよく参加すると回答した幼稚園の行事は「運動会」で85.8％。次いで「入
園式」83.9 ％、「参観日」70.4％が続く。 （グラフ③）
「保護者会」や「個人面談」などは平日に実施する園が多いためか、参加しているパパはかな
り少ない。

＜調査概要＞
●（A）パパ 2007年6月実施の「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート調査の回答から、
267件を集計。 （B）ママ 2007年9月実施の「あんふぁん」2007年9月・10月合併号誌面アン
ケート調査の回答から、500件を集計。

＜調査実施＞あんふぁん

ママ以上

0.4

ママと

同程度

6.0

ママの

７割以上

5.6

ママの

半分程度

20.2

ママの

２～３割程度

56.6

ほとんど

していない

11.2

(%)

グラフ② パパは育児にどのくらい参加していると思っていますか？（ママの回答） （全体ｎ＝498）

ママと

同程度

1.8

ママの

８～９割

程度

7.4

ママの

６～７割

程度

11.6

ママの

５割程度

13.5

ママの

３～４割

程度

30.3

ママの

１～２割

程度

32.1

全く参加

していない

3.2

(%)

グラフ③ 幼稚園のどんな行事に参加していますか？（パパ自身による回答） （全体ｎ＝267）

70.4

23.2

9.7

8.2

6.7

4.1

3.0

5.2

1.1

51.7

83.9

85.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運動会

入園式

参観日

おゆうぎ会

バザー

遠足

保護者会

お誕生日会

いも掘り

個人面接

その他

参加していない

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

1/3Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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レジャー、遊びはパパも参加
お風呂もパパと一緒に

パパの育児参加内容で最も多いのは「レジャーに連れて行く」 92.9％ 。次いで、「一緒に遊
ぶ」 92.1％ 。以下、「一緒にお風呂に入る」が83.1％で続く。（グラフ④）

2006年と比較して、順位の変動は、ほぼ見られない。 「勉強を教える」パパは2006年の
26.5％比べて、 2007年は34.8％と、若干ではあるが増えている。

また、ママから見たパパの育児参加内容も同様の順位であるが、全体的にパパの自己採
点スコアが高くなっている。（グラフ⑤）

パパの得意ジャンルは遊び、特に外で体を使う遊びはお手の物

育児において、パパがママより得意なものは「遊び」が圧倒的。中でも体を使った外遊びが
パパの得意ジャンルで、2006年と傾向は変わらない。次いで「お風呂」「料理」などが続く。
（グラフ⑥）
やはりダイナミックな遊びはママよりもパパの出番、といったところか。

＜調査概要＞
●（A）パパ 2007年6月実施の「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート調査の回答から、
267件を集計。 （B）ママ 2007年9月実施の「あんふぁん」2007年9月・10月合併号誌面アン
ケート調査の回答から、500件を集計。

＜調査実施＞あんふぁん

12

幼稚園児ママ（2007年／首都圏・全国）
「パパの子育て」 アンケートサマリー

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

調査期間 ：（A） 2007年6月、（B）2007年9月実施
調査方法 ：（A）園児とママの情報誌「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート、 （B） 2007年
9月・10月合併号誌面アンケート調査 ／集計数 ： （A） 267人、 （B） 500人／ （A）首都圏の
私立幼稚園児をもつ既婚男性（B）全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

2/3

グラフ④ パパの育児参加内容は？（パパ自身による複数回答） （全体ｎ＝267）

レジャーに連れて行く

一緒に遊ぶ

一緒にお風呂に入る

園の行事や保護者会に参加

一緒にスポーツをする

マナーなどしつけをする

絵本を読む

勉強を教える

寝かしつける

グラフ⑤ パパの育児参加内容は？（ママによる複数回答） （全体ｎ＝482）

グラフ⑥ パパが育児で
「コレはママより得意だ！」

というもの
（自由回答をコード化）

その他

57.3

55.4

44.9

34.8

31.1

4.9

83.1

92.9

92.1

61.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レジャーに連れて行く

一緒に遊ぶ

一緒にお風呂に入る

園の行事や保護者会に参加

一緒にスポーツをする

マナーなどしつけをする

絵本を読む

勉強を教える

寝かしつける

その他

順位 ママより得意なもの 件数

１ 遊ぶ 55

２ 体を使って遊ぶ 49

３ 外で遊ぶ 32

４ お風呂に入れる 31

５ 料理を作る 19

６ スポーツ 17

７ アウトドア 14

７ 家事をする 14

７ ほめる、あやす、笑わせる 14

10 勉強を見てあげる 12

11 しつける 11

11 寝かしつける 11

13 歯磨きなどの世話 7

14 工作、お絵かき等をする 6

15 精神面 5

16 抱っこをする 3

16 自転車の乗り方を教える 3

16 音楽 3

16 日曜大工、修理 3

20 車などの運転 2

20 本を読み聞かせる 2

20 散髪する 2

20 植物の世話 2

20 子供との会話 2

その他 3

特になし 29

85.1

80.9

74.7

61.4

38.6

43.4

29.3

19.7

28.6

5.0

0 20 40 60 80 100 （％）



幼稚園児ママ（2007年／首都圏）
「パパの子育て」 アンケートサマリー

13
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９０点台
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１００点
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(%)

０点

0.0

２０点

未満

3.9

２０～

３０点台

12.7

４０～

５０点台

17.8

６０～

７０点台

22.2

８０～

９０点台

34.0

１００点

9.3

(%)

調査期間 ：（A） 2007年6月、（C）2007年10月実施
調査方法 ：（A）園児とママの情報誌「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート、 （C） 「あ
んふぁん」読者への郵送アンケート調査 ／集計数 ： （A） 267人、 （C） 500人／ （A）首都
圏の私立幼稚園児をもつ既婚男性（C）首都圏の私立幼稚園児をもつ既婚女性

グラフ⑦ 育児参加意識（パパ自身の回答） （全体ｎ＝267）

平均：65.3点

平均：56.2点

子育てにもっと参加したいパパが多数
自己採点は56点。ママの評価は65点

パパに自身の育児参加に対する意識は「もっと参加するため日々努力している」という人が
20.6％、「もっと参加したいが忙しくてこれ以上無理」という人が58.8％となっており、育児に参
加したい、という意識を持っているパパが比較的多い（グラフ⑦） 。

しかし、“もっと参加しなくては！”とは考えるものの、現状の参加率で精一杯である、という
パパが多数派である。

パパの子育て貢献度(100点満点)を聞いてみると、パパ自身の自己採点では平均56点で
あった。最も回答が多かったのは「60～70点台(33.3%)」で、「100点満点中半分の50点よりは
上」と考えているパパが多い。 （グラフ⑧）

一方、ママにもパパの採点をしてもらったところ、平均で65点とパパの自己採点を上回った。
（グラフ⑨）

忙しくて思うように子育てに参加できていないと考えているパパが多い一方で、ママの採点が
高かったのは、パパの「参加しよう」という意識を評価した結果ではないか。

＜調査概要＞

●（A）パパ 2007年6月実施の「あんふぁん」2007年7月号誌面アンケート調査の回答から、
267件を集計。 （C）ママ 2007年10月実施の「あんふぁん」読者への郵送アンケート調査の
回答から、500件を集計。

＜調査実施＞あんふぁん

もっと参加するため

日々努力している

20.6

もっと参加したいが、

仕事などで忙しくて

これ以上無理

58.8

今の参加程度

で十分だ

18.4
今よりもっと

参加を

減らしたい

0.4

その他

1.9
(%)

グラフ⑧ パパの子育て貢献度を100点満点で採点すると、何点ですか？（パパ自身による回答）
（全体ｎ＝267）

グラフ⑨ パパの子育て貢献度を100点満点で採点すると、何点ですか？（ママによる回答）
（全体ｎ＝482）

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

3/3Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 



幼稚園児ママ（2007年／全国）
「ママの服」 アンケートサマリー

調査期間 ： 2007年9月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」のＷＥＢアンケート調査
集計数 ： 193人／全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

ママの普段着はユニクロ、お出かけ着は好みが分かれる

園児を持つ母親が、普段着として「よく買うブランド」は「ユニクロ」が33.7％で最も多い。次い
で「コムサイズム」18.1％、「HUSHUSH」18.1％が同率で続く。2006年に比べて「GAP」が順位
を下げ、代わりに「コムサイズム」や「HUSHUSH」が順位を上げた。

園児を持つママの、お出かけ着として「よく買うブランド」では「コムサイズム」が15.5％でトッ
プ。次いで「組曲」12.4％、 「a.v.v」11.9％が続く。2006年同様、お出かけ着に関しては突出し
たブランドはなく、好みが分かれていることが分かった。

＜調査概要＞

●2007年9月実施の「あんふぁん」のWEBアンケート調査の回答から、193件を集計

＜調査実施＞あんふぁん

グラフ① 普段着でよく買うブランド（複数回答）（全体Ｎ＝193）

ユニクロ

コムサイズム

HUSHUSH
ＧＡＰ

a.v.v
リーバイス

イーストボーイ

組曲

ミッシェルクラン

ＯＺＯＣ

ラルフローレン

ベネトン

組曲ファム

コムサデモード

２３区

ＳＨＩＰＳ

バーバリー

ＺＡＲＡ

アニエスｂ

ニューヨーカーズカゾック

スコッチハウス

特になし

その他

18.1

15.5

10.9

9.8

9.3

7.8

6.7

6.2

5.2

5.2

4.1

3.1

3.1

2.6

2.1

1.0

0.5

0.5

23.3

19.2

16.6

18.1

33.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

グラフ② おでかけ着でよく買うブランド（複数回答） （全体N＝193）

コムサイズム

組曲

a.v.v
ＨＵＳＨＵＳＨ

ミッシェルクラン

２３区

バーバリー

ラルフローレン

ユニクロ

ＧＡＰ

ＯＺＯＣ

組曲ファム

コムサデモード

リーバイス

イーストボーイ

ベネトン

ＺＡＲＡ

ＳＨＩＰＳ

ニューヨーカーズカゾック

アニエスｂ

スコッチハウス

特になし

その他

11.9

9.3

8.8

8.3

7.8

7.3

6.2

6.2

5.7

5.2

4.1

2.6

2.6

2.6

2.1

1.6

1.0

1.0

29.0

18.1

9.8

12.4

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

14 1/1Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 



幼稚園児ママ（2007年／全国）
「子供服」 アンケートサマリー

調査期間 ： 2007年9月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」のWEBアンケート調査
集計数 ： 193人／全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

子供服の1シーズン当たりの予算金額は約1万4000円

子供服にかける1シーズンあたりの平均予算金額は約1万4000円と、2006年に比べ4000円
ほど上昇している。
最も多かったのが「5000円～1万円」で31.6％（グラフ①）。2万円以上かける家庭が2006年
は13.7％だったのに対し、23.8％と10ポイントほど上昇している。

普段着、お出かけ着ともに高級化傾向。普段着はGAP。おでかけ着はコムサが人気

園児の普段着で「好きなブランド」は、「GAP」が46.1％と最も多く、2006年の27.5％に比べて
上昇している。次いで「コムサ」 35.2 ％、「HUSHUSH」30.6％の順となっている。（グラフ②）
普段着で「よく買うブランド」も上位2ブランドは同じで、「GAP」が33.2％、「コムサ」が26.9％と
なっている。2006年に1位だった「ユニクロ」は26.4％と僅差ではあるが3位に下がった。（グラ
フ③）

園児のお出かけ着で「好きなブランド」は、「コムサ」が26.4％でトップ。次いで「組曲」18.7％
「ラルフローレン」18.1％、「バーバリー」17.1％、「GAP」16.6％、「HUSHUSH」15.0％などが
続く。 （グラフ④）

お出かけ着で「よく買うブランド」は、「好きなブランド」同様、「コムサ」が24.9％でトップ （グラ
フ⑤） 。お出かけ着については高級ブランド「ラルフローレン」「バーバリー」などが「好きなブ
ランド」 「よく買うブランド」で上位に上がってきており、前述の予算額の上昇と関連し、子ども

服の高級志向化が進んでいるようだ。

＜調査概要＞

●2007年9月実施の「あんふぁん」読者へのWEBアンケート調査の回答から、193件を集計

＜調査実施＞あんふぁん

グラフ② 2007年園児の普段着で好きなブランド
（複数回答）（全体Ｎ＝193）

グラフ③ 2007年園児の普段着でよく買うブランド
（複数回答） （全体Ｎ＝193）

26.4

17.6

17.6

12.4

10.4

9.8

7.3

6.7

6.2

4.7

4.1

3.6

3.1

3.1

2.6

2.6

2.6

1.6

1.0

0.5

0.5

8.8

17.6

25.4

26.9

33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15

５０００円

未満

23.8

５０００～

１万円未満

31.6

１万円～

２万円未満

20.7

２万円～

３万円未満

14.0

３万円～

４万円未満

5.7

４万円～

５万円未満

1.6

５万円以上

2.6

(%)

５０００円
未満

５０００
～１万円
未満

１万円
～２万円
未満

２万円
～３万円
未満

３万円
～４万円
未満

４万円
～５万円
未満

５万円
以上

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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グラフ① 子供服にかける１シーズンあたりの平均予算額はいくらですか？ （全体ｎ＝193）

ＧＡＰ

コムサ

HUSHUSH
ユニクロ

a.v.v
オシュコシュ

ＮＩＫＥ

組曲

キャラクターもの

ラルフローレン

Ｒｉｇｈｔ－ｏｎ

グラフ④ 2007年園児のおでかけ着で好きなブランド
（複数回答） （全体N＝193）

ＢｅＢｅ

BRANSHES
KP
NEXT
ミキハウス

ファミリア

ティンカーベル

SHIPS
MezzoPiano
PERSON’S
ELLE
シャーリーテンプル

papp
特になし

その他

30.6

20.7

20.7

19.7

17.6

15.5

15.0

14.5

14.0

9.3

8.3

8.3

7.8

7.3

5.7

5.2

3.6

3.6

3.1

2.1

1.6

6.7

18.7

24.9

35.2

46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＧＡＰ

コムサ

ユニクロ

HUSHUSH
a.v.v
キャラクターもの

Ｒｉｇｈｔ－ｏｎ

NIKE
オシュコシュ

ラルフローレン

組曲

ＢｅＢｅ

KP
BRANSHES
NEXT
ミキハウス

ファミリア

SHIPS
ティンカーベル

PERSON’S
ELLE
MezzoPiano
papp
シャーリーテンプル

特になし

その他

グラフ⑤ 2007年園児のおでかけ着でよく買うブランド
（複数回答） （全体N＝193）

コムサ

組曲

ラルフローレン

バーバリー

GAP
HUSHUSH
ＢｅＢｅ

ミキハウス

a.v.v
ファミリア

NIKE
MezzoPiano
KP
BRANSHES
POLO
MINI-K
SHIPS
KLC
ELLE
ユニクロ

ティンカーベル

シャーリーテンプル

pomponette
papp
特になし

その他

18.1

16.6

15.0

11.4

10.9

10.4

9.8

8.8

7.8

6.7

6.2

5.2

4.7

4.7

4.1

3.6

3.1

3.1

3.1

2.6

2.1

11.9

12.4

17.1

18.7

26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コムサ

ＧＡＰ

ラルフローレン

ミキハウス

HUSHUSH
a.v.v
組曲

NIKE
ファミリア

BeBe
バーバリー

MezzoPiano
ユニクロ

BRANSHES
SHIPS
ELLE
KP
KLC
POLO
ティンカーベル

ＭＩＮＩ‐Ｋ

papp
pomponette
シャリーテンプル

特になし

その他

13.5

11.4

10.9

10.4

8.8

7.3

6.2

6.2

4.7

4.7

4.7

3.1

2.1

2.1

2.1

1.6

1.6

1.0

1.0

1.0

0.5

14.5

14.0

13.0

14.5

24.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



幼稚園児ママ（2007年／首都圏）
「子供の靴選び」 アンケートサマリー

調査期間 ： 2007年10月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」読者への郵送アンケート調査を実施
集計数 ： 500人／首都圏の私立幼稚園児をもつ既婚女性

グラフ① 子供の靴選びで気をつけている点は何ですか？（複数回答） （全体ｎ＝500）子供の靴はサイズ重視
平均4.2足を所有、1足を平均8カ月弱履く

子供の靴を選ぶときに、ママが最も気をつけているのは「サイズが合っていること」で94.8％。
次いで「着脱のしやすいデザイン」78.2％、 「価格」61.2％、 「軽いこと」50.4％が続く。

成長にともなって足のサイズがすぐに変わる子供の靴は、何よりもサイズが合っていること
が重要事項となっている。さらに着脱のしやすさ、軽さなど機能面を重視して靴を選んでいる
ことが分かった。

靴の所有数は「3～4足」が最多で約半数。平均所有数は4.2足。１足の靴を履く期間は「6カ
月～9カ月」が52.8％と最も多く、平均では7.8カ月であった。

子供の成長に伴い、サイズに合った靴をこまめに買い換えているようだ。

＜調査概要＞

●2007年10月実施の「あんふぁん」読者への郵送アンケート調査の回答から、500件を集計

＜調査実施＞あんふぁん

サイズが合っていること

着脱のしやすいデザインであること

価格

軽いこと

色

靴の素材

おしゃれなデザインであること

洗いやすいこと

その他

78.2

61.2

50.4

24.8

23.0

19.2

14.6

6.2

94.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.3 49.1 26.8 4.81

２足以下 ３～４足 ５～９足 １０足以上

グラフ② 子供は靴を何足持っていますか？ （全体N＝497）

グラフ③ １足の靴をだいたい何ヵ月間くらい履きますか？ （全体N＝500）

（％）

平均所有数：4.2足

6.0 18.6 52.8 6.815.81

３ヵ月未満 ３ヵ月～６ヵ月未満 ６ヵ月～９ヵ月未満

９ヵ月～１２ヵ月未満 １年以上 （％）

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

平均：7.8ヵ月
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その他

1.3%

希望者を

募って

数人で購入

1.9%

個人が

個別に購入

6.0%

部署単位で

まとめて購入

57.0%

会社全体で

まとめて購入

33.8%会社の備品と

自分で購入した

ものを併用して

いる

58.8%

会社の備品を

使用している

39.4%

自分で購入した

ものを使用して

いる

1.9%

首都圏の働く女性534人（平均年齢 31.8歳）に会社で使う文房具について聞いた。

仕事で使っている文房具は「会社の備品と自分で購入したものを併用」
購入は「部署単位で購入」する人が半数以上

仕事で使っている文房具をどのように選んだかは、「会社の備品を使用している」39.4％、「会社の
備品と自分で購入したものを併用している」58.8％、「自分で購入したものを使用している」1.9％と
なった（グラフ①）。どの年代においても、会社の備品と自分のものを併用している人が最も多かった。
職種別でみると、事務系がその他の職種に比べ会社の備品を使用している割合が高かった。

会社の備品として使う文房具はどのように購入するかは、「部署単位でまとめて購入」57.0％、「会
社全体でまとめて購入」33.8％、「個人が個別に購入」6.0％と続く（グラフ②）。会社の従業員数でみ
ると、規模が小さいほど「会社全体でまとめて購入」することが多く、逆に規模が大きいほど「部署単
位でまとめて購入する」ことが多かった。

会社でよく使い、よく購入する文房具は「ボールペン」
選ぶ際の重視点は「機能性」と「価格の安さ」

会社の備品として購入することが多い文房具のジャンルは、「ボールペン」83.2％、「蛍光ペン」
77.8％、「付箋」76.3％と続く（グラフ③）。
また、会社で使うことが多い文房具のジャンルの上位３位は、「ボールペン」92.1％、「蛍光ペン」
71.9％、「付箋」69.6％となり、購入することが多い文房具と同様の結果となった（グラフ④）。

会社の備品としての文房具を選ぶ際に重視する点を聞いたところ、「機能性」82.4％、「価格の安
さ」76.5％が高く、３位の「デザイン」は22.0％と大きな差がある（グラフ⑤）。

購入には「インターネット」「カタログ通販」が人気
どちらにおいても「アスクル」の利用率が圧倒的

会社の備品として使う文房具の購入は、「インターネット」52.2％、「カタログ通販」51.4％が多く、次
いで「大型文具店（伊東屋など）」7.9％、「個人商店」7.4％と続く（グラフ⑥）。

会社の備品として使う文房具の購入に「インターネット」を利用している人に、利用しているサイト名
を聞いたところ、「アスクル」73.1％が圧倒的だった。次いで「たのめーる」20.3％、「カウネット」16.6％
と続く（グラフ⑦）。
また、「カタログ通販」を利用している人に、利用しているカタログを聞いたところ、上位３位はイン
ターネットと同様に「アスクル」75.3％、「たのめーる」17.9％、「カウネット」16.7％となった（グラフ⑧）。

調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 534人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「文房具＜会社での使用・購入＞」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/2

（グラフ①）

仕事で使っている文房具を

どのように選んだか （n=531）

（グラフ②）

会社の備品として使う文房具は

どのように購入するか （n=530）

（グラフ③）

会社の備品として購入することが多い文房具の

ジャンル（上位10位） ※複数回答 （n=531）

（%）

（グラフ④）

会社で使うことが多い文房具のジャンル （上位10位）

※複数回答 （n=533）

（グラフ⑤）

会社の備品としての文房具を選ぶ際に重視する点

※複数回答 （n=341）

（グラフ⑥） 会社の備品として使う文房具の購入先

※複数回答 （n=529）

（%）

（グラフ⑦）

＜インターネットを利用する人＞利用しているサイト名

（上位10位） ※複数回答 （n=271）（%）

（%）

（%）

（グラフ⑧）

＜カタログを利用する人＞

利用しているカタログ名 ※複数回答

（n=263）

83.2 77.8 76.3
69.5 68.9
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週１回

26.2%

月１回

42.6%

２～３ヵ月に

１回

24.7%

１年に

1回以下

1.5%

半年に１回

5.0%

文房具のジャ

ンルから銘柄

までを選ぶ

86.0%

文房具のジャ

ンルを選び、銘

柄を別の人が

選ぶ

5.9%

別の人が

選んだ文房具

のジャンルの

中から銘柄

だけを選ぶ

8.1%

会社全体

15.1%

部署全体

56.5%

周りの数人

16.0%

自分個人の

ものだけ

12.4%

会社の備品の文房具に選択権・決定権を「持っている」64.7％

会社の備品としての文房具の購入に、何かしらの選択権・決定権を持っているかは、「持っている」
64.7％、「持っていない」35.3％となった（グラフ⑨）。どの年代においても「持っている」人は６割を超え
た。職種別にみると、事務系がその他の職種に比べ選択権・決定権を持っている割合が高かった。

選択権・決定権を「持っている」人に、購入範囲に関してどの程度の選択権・決定権を持っているか
聞いたところ、「部署全体」56.5％が最も多く、次いで「周りの数人」16.0％、「会社全体」15.1％と続く
（グラフ⑩）。どの年代においても「部署全体」が最も多かったが、30～34歳では62.3％と他の年代に
比べ多かった。会社の従業員数でみると、規模が小さいほど「会社全体」の割合が高く、規模が大き
くなるほど「部署全体」の割合が高くなった。所属部署別では総務部は「会社全体」が半数を超えた。
また、選択範囲に関してどの程度の選択権・決定権を持っているか聞いたところ、「文房具のジャン
ルから銘柄までを選ぶ」86.0％が圧倒的だった。次いで「別の人が選んだ文房具のジャンルの中から
銘柄だけを選ぶ」8.1％、「文房具のジャンルを選び、銘柄を別の人が選ぶ」5.9％となった（グラフ⑪）。

１回の購入金額は「（3000円超）～5000円」28.2％、購入頻度は「月１回」42.6％

選択権・決定権を「持っている」人に、１回の購入金額を聞いたところ、「（3000円超）～5000円」
28.2％、「（2000円超）～3000円」26.2％、「（1000円超）～2000円」13.8％となった（グラフ⑫）。20代は
「（2000円超）～3000円」が最も多く、30歳以上は「（3000円超）～5000円」が最も多かった。総務部で
は平均金額5265円となり、その他の部署の平均金額3576円に比べ高い数値となった。
購入頻度は、「月１回」42.6％、「週１回」26.2％、「２～３ヵ月に１回」24.7％と続く（グラフ⑬）。職種別
にみると、事務系はその他の部署、職種に比べ「週１回」の割合が高かった。

全員に会社の備品として使う文房具について不便に思うことをフリーアンサーで聞いたところ、「イ
ンターネットでの購入なので実物がわからない」、「形状や色を選べないところ。機能性よりも値段を
重視しなければいけないところ」、「何が備品で、何が自分で調達しなくてはならないものかの線引き
が明確ではない」などの意見が挙がった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 30.3％、30～34歳 40.6％、35歳以上 29.0％。平均年齢 31.8歳。
●居住地：東京都 57.1％、千葉県 16.7％、神奈川県 14.6％、埼玉県 10.9％、茨城県 0.7％。
●未既婚：未婚 71.9％、既婚 28.1％。
●世帯タイプ：親と同居（独身） 37.4％、一人暮らし 28.6％、夫婦二人暮らし 17.9％、
夫婦と子供 8.6％、その他 7.4％。
●会社の従業員数：100人以下 20.9％、～500人 24.2％、～1000人 13.0％、～3000人 13.0％、
～5000人 5.7％、5000人超 23.2％。
●所属部署（最も近いもの）：営業部 25.4％、総務部 11.8％、経理部 9.8％、事業部 8.5％、
業務部 6.8％、企画部 5.8％、人事部 4.3％、管理部 4.1％、商品開発部 3.4％、その他 20.1％。
●職種：事務系 78.6％、専門・技術系 11.6％、販売・サービス系 4.0％、営業系 3.8％、その他 2.1％。
●雇用形態：一般社員（一般職） 46.3％、一般社員（総合職） 23.5％、派遣社員 19.8％、
契約社員 6.6％、パート・アルバイト 2.3％、管理職 1.1％、その他 0.4％。

＜調査実施＞シティリビング

調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 534人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「文房具＜会社での使用・購入＞」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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（グラフ⑨）

会社の備品としての文房具の購入に

選択権・決定権を持っているか

（n=527）

（グラフ⑩）

＜選択権・決定権を持っている人＞

購入範囲に関してどの程度の

選択権・決定権を持っているか

（n=338）

（グラフ⑪）

＜選択権・決定権を持っている人＞

選択範囲に関してどの程度の

選択権・決定権を持っているか

（n=322）

（グラフ⑫）

＜選択権・決定権を持っている人＞

１回の購入金額 （n=340）

（グラフ⑬）

＜選択権・決定権を持っている人＞

購入頻度 （n=340）
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首都圏の女性534人（平均年齢 31.8歳）にプライベートで使う文房具について聞いた。

＜文房具の購入＞

【購入することが多い文房具】
「ボールペン」74.7％が圧倒的だった。次いで「シャープペンシル」34.4％、「手帳」32.1％と続く（グラ
フ①）。どの年代においても「ボールペン」が最も多かった。世帯タイプでみると、夫婦と子供の世帯
に「セロハンテープ」「はさみ」が他に比べ高い数値となる特徴が見られた。
【購入場所】
「雑貨店（無印良品、プラザ、ロフトなど）」63.6％、「大型文具店（伊東屋など）」39.8％、「100円ショッ
プ」37.8％と続く（グラフ②）。どの年代においても「雑貨店（無印良品、プラザ、ロフトなど）」が最も多く、
また若い年代ほど多くなった。「大型文具店（伊東屋など）」「100円ショップ」は年代が上がるほど多く
なった。
【重視する点】
「機能性」73.6％、「デザイン」62.4％、「価格の安さ」45.9％となった（グラフ③）。「機能性」「価格の安
さ」を重視する人の割合は、年代が上がるほど多く、「デザイン」は若い年代ほど多くなった。世帯タイ
プ別で、夫婦と子供の世帯では「耐久性」が他に比べ高くなった。

＜一番こだわっている文房具とこだわっている点＞※フリーアンサーのキーワードをカウント

【一番こだわっている文房具の種類（上位５位）】
１．ボールペン（196件）、２．シャープペンシル（44件）、３．手帳（34件）、４．ノート（19件）、
５．ファイル（12件）
【商品名（上位５位）】
１．Ｄｒ.グリップ/ＰＩＬＯＴ（14件）、２．ｕｎｉ-ｂａｌｌシグノ（0.5/0.38）/三菱鉛筆（11件）、
３．ＳＡＲＡＳＡ/ゼブラ（５件）、４．ＨＩ-ＴＥＣ-Ｃ/ＰＩＬＯＴ（４件）、５．ジムノック/ゼブラ（３件）
【こだわっている点（上位３位）】
■ボールペン １．書きやすさ（42件）、２．デザイン（17件）、３．インク（16件）
■シャープペンシル １．デザイン（８件）、２．グリップ（４件）、３．芯、書きやすさ（各３件）
■手帳 １．デザイン（９件）、２．使いやすさ、大きさ（各５件）
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調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 534人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「文房具＜プライベートでの使用・購入＞」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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（グラフ①） 購入することが多い文房具（上位10位） ※複数回答 （n=529）

（グラフ②） 購入場所 ※複数回答 （n=527）

（グラフ③） 文房具の購入で重視する点 ※複数回答 （n=527）
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＜最近使用した文房具でよかったもの＞※フリーアンサーのキーワードをカウント

【文房具の種類（上位５位）】
１．ボールペン（81件）、２．テープのり（39件）、３．ステープラー（16件）、４．修正テープ（13件）、
５．付箋（12件）
【よかった商品（上位５位）】
１．ＪＥＴＳＴＲＥＡＭ/三菱鉛筆、ＨＩ-ＴＥＣ-Ｃ/ＰＩＬＯＴ（各８件）、３．ドットライナー/コクヨ（６件）、
４．ホッチキス/ＭＡＸ（５件）、５．ＦＲＩＸＩＯＮ/ＰＩＬＯＴ、Ｈｙｂｒｉｄ/ぺんてる、Ｄｒ.グリップ/ＰＩＬＯＴ、
ＳＡＲＡＳＡ/ゼブラ（各４件）
【理由】
「インクの出もよく書きやすいので書くことが苦にならない」（ＪＥＴＳＴＲＥＡＭ/三菱鉛筆）、「手帳には
さめる長さだし、文字の太さ、書きやすさがかなりベスト。ノック式なので、キャップが外れる心配がな
いのも良い」（ＨＩ-ＴＥＣ-Ｃ ＳｌｉｍＫｎｏｃｋ/ＰＩＬＯＴ）などのコメントが挙がった。

＜好きな文房具メーカー（ブランド）とイメージ＞※フリーアンサーのキーワードをカウント

【好きな文房具メーカー/ブランド（上位５位）】
１．コクヨ（48件）、２．ゼブラ（31件）、３．ＰＩＬＯＴ（25件）、４．無印良品（17件）、５．ぺんてる（13件）
【イメージ（上位３位）】
■コクヨ １．安心（７件）、２．文具（６件）、３．老舗、デザイン（各４件）
■ゼブラ １．書きやすい、ペン（各９件）、３．良い（６件）
■ＰＩＬＯＴ １．書きやすい（６件）、２．ボールペン（５件）、３．良い（４件）

＜文房具の情報源＞

【情報の入手先】
「店頭」51.2％が高い数値となった。次いで「友人・知人のクチコミ情報」26.0％、「シティリビング」
19.8％と続く（グラフ④）。どの年代においても「店頭」が最も多かった。
【事前認知での購入】
店頭で文房具を選ぶ際に、事前に知っているメーカー名やブランドを選ぶことがあるかは、「よくあ
る」26.5％、「たまにある」43.0％、「あまりない」23.2％、「まったくない」7.2％となった（グラフ⑤）。20代
は「よくある」が３割を超えた。また、30～34歳は「あまりない」が他の年代に比べ多くなった。
【ＰＯＰについて】
店頭で文房具を選ぶ際に、ＰＯＰがあると買いたくなるかは、「少し買いたくなる」58.6％、「どちらと
もいえない」25.0％、「とても買いたくなる」13.6％と続く（グラフ⑥）。どの年代においても「少し買いたく
なる」が最も多かった。また、買いたくなるＰＯＰは、「ユーザーのクチコミ情報」40.6％、「店員のオス
スメ情報」35.8％、「メーカーからの情報」21.7％となった（グラフ⑦）。34歳以下は「ユーザーのクチコミ
情報」、35歳以上は「店員のオススメ情報」が最も多かった。

調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 534人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「文房具＜プライベートでの使用・購入＞」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

（グラフ④） 文房具に関する情報の入手先（上位10位） ※複数回答 （n=520）

（グラフ⑤）

店頭で文房具を選ぶ際に事前に知っているメーカーや

ブランドを選ぶことはあるか

（グラフ⑥）

店頭で文房具を選ぶ際にPOPがあると買いたくなるか

（n=529）
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（グラフ⑦） 買いたくなるPOP
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＜サンプルの試用と購入＞

【サンプルの試用経験】
文具のサンプルを試した経験は、「ある」58.1％、「ない」41.9％となり、ある人が半数以上となった
（グラフ⑧）。
【商品購入への影響】
サンプルを試して、その後の商品購入に影響があったかは、「少しあった」48.2％、「大いにあった」
39.5％、「どちらともいえない」7.3％と続く（グラフ⑨）。20代は「大いにあった」、30～34歳、35歳以上
は「少しあった」が最も多かった。

＜イベントへの参加＞
イベントなどで新しい文房具を試せる機会があったら参加したいかは、「機会があったら参加した
い」53.0％、「是非とも参加したい」35.2％、「あまり参加したくない」10.2％となり、「是非とも参加した
い」「機会があったら参加したい」を合わせると９割弱となった（グラフ⑩）。

＜文房具のリピート＞
一度使って気に入った文房具をリピートすることがあるかは、「よくある」77.3％、「たまにある」
21.4％、「あまりない」1.3％となった（グラフ⑪）。どの年代においても「よくある」が最も多かった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 30.3％、30～34歳 40.6％、35歳以上 29.0％。平均年齢 31.8歳。
●居住地：東京都 57.1％、千葉県 16.7％、神奈川県 14.6％、埼玉県 10.9％、茨城県 0.7％。
●未既婚：未婚 71.9％、既婚 28.1％。
●世帯タイプ：親と同居（独身） 37.4％、一人暮らし 28.6％、夫婦二人暮らし 17.9％、
夫婦と子供 8.6％、その他 7.4％。
●会社の従業員数：100人以下 20.9％、～500人 24.2％、～1000人 13.0％、～3000人 13.0％、
～5000人 5.7％、5000人超 23.2％。
●所属部署（最も近いもの）：営業部 25.4％、総務部 11.8％、経理部 9.8％、事業部 8.5％、
業務部 6.8％、企画部 5.8％、人事部 4.3％、管理部 4.1％、商品開発部 3.4％、その他 20.1％。
●職種：事務系 78.6％、専門・技術系 11.6％、販売・サービス系 4.0％、営業系 3.8％、その他 2.1％。
●雇用形態：一般社員（一般職） 46.3％、一般社員（総合職） 23.5％、派遣社員 19.8％、
契約社員 6.6％、パート・アルバイト 2.3％、管理職 1.1％、その他 0.4％。

＜調査実施＞シティリビング

調査期間 ： 2008年4月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 534人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「文房具＜プライベートでの使用・購入＞」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430 Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

（グラフ⑧）

文房具のサンプルを試したことがあるか

（n=525）

（グラフ⑨）

サンプルを試してその後の商品購入に影響があったか

（グラフ⑩）

イベントなどで新しい文房具を試せる機会が

あったら参加したいか

ある
58.1%

ない
41.9%

（グラフ⑪）

一度使って気に入った文房具をリピートすることはあるか

39.5

46.7

33.9

39.4

48.2

39.1

53.9

50.0

7.3

6.1

7.4

8.7

5.2

4.0

2.1

4.3 1.1

1.0

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

    全体
(n=301)

  20代
(n=92)

30～34歳
  (n=115)

35歳以上
   (n=94)

大いにあった 少しあった どちらともいえない

あまりなかった 全くなかった

77.3

81.4

75.2

76.0

21.4

18.0

22.4

23.4

1.3

0.6

2.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

   全体
(n=529)

   20代
(n=161)

30～34歳
  (n=214)

35歳以上
  (n=154)

よくある たまにある あまりない
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72.7%

父親・母親

21.9%

その他

1.4%夫・彼

3.2%

兄弟姉妹

0.7%

生命保険（医療保険を含む）に「加入している」81.2％

首都圏の女性545人（未婚 71.4％、既婚 28.6％）に生命保険（医療保険を含む）に加入しているか
聞いたところ、「加入している」81.2％、「加入していない」17.0％、「わからない」1.9％となった（グラフ
①）。「加入している」人は年代が上がるほど多く、35歳上では93.9％と大多数が加入していた。また
「加入していない」「わからない」は若い年代ほど多くなった。
※以下、生命保険に「加入している」人のみ回答

「自分自身」の意思で生命保険に加入した人が７割以上

生命保険には誰の意思で加入したかは、「自分自身」72.7％が圧倒的で、年代が上がるほど多くな
り、35歳以上では81.7％となった（グラフ②）。「父親・母親」は若い年代ほど多くなった。

自分自身の意思で生命保険に加入した人に、生命保険の検討について聞いたところ、「保険外交
員や家族・知り合いなど信頼できる人に任せた」が57.1％と半数を超えた。次いで「数社の商品を、パ
ンフレットやサイトで比較検討した」38.8％、「覚えていない」4.2％となった（グラフ③）。

自分自身の意思で生命保険に加入した人に、生命保険に加入しようと思ったのはどんな時か聞い
たところ、「社会人になったのを機に」38.5％、「年齢的に不安を感じ始めたとき」29.2％、「年齢の節目
に」16.7％と続く（グラフ④）。どの年代においても「社会人になったのを機に」が最も多かった。20代
は「病気やケガなどを経験したとき」が他の年代に比べ多くなった。また、30歳以上では「年齢的に不
安を感じ始めたとき」が20代に比べ多かった。

また、自分自身の意思で生命保険に加入した人が、現在加入している生命保険の商品に決めた理
由は、「保険外交員や知人に勧められたから」49.4％、「商品内容が自分に合っていたから」47.1％が
高い数値となった（グラフ⑤）。次いで「テレビＣＭなどでなじみがあったから」「家族が契約している保
険会社の商品だったから」各10.0％と続く。「テレビＣＭなどでなじみがあったから」は若い年代ほど多
くなった。

加入している商品の魅力は「女性特有の病気特約がついている」
加入している商品にはないが、ほしいと思う特徴は「貯蓄性」

現在加入している生命保険商品で魅力に感じたものは、「女性特有の病気特約がついている」
42.0％、「月々の掛け金が安い」37.2％、「１泊２日からの入院保障がある」28.2％と続く（グラフ⑥）。
「女性特有の病気特約がついている」ことに魅力を感じる人は年代が上がるほど多く、「月々の掛け
金が安い」ことに魅力を感じる人は若い年代ほど多かった。また、35歳以上では「年金などの老後の
保障がある」が他の年代に比べ多くなった。

現在加入している生命保険商品にはないが、ほしいと思う特徴は、「貯蓄性がある」23.3％、「女性
特有の病気特約がついている」「無事故ボーナスがある」各22.6％と続く（グラフ⑦）。20代は「女性特
有の病気特約がついている」、30～34歳は「無事故ボーナスがある」、35歳以上は「貯蓄性がある」
が最も多かった。また30歳以上は20代に比べ、「日帰りからの手術保障がある」が高い数値となった。

調査期間 ： 2007年12月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 545人／首都圏の女性

ＯＬ（2007年/首都圏）
「生命保険・損害保険」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。
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（グラフ①）

生命保険（医療保険を含む）に

加入しているか （n=536）

（グラフ②）

生命保険には誰の意思で

加入したか （n=433）

（グラフ③）

＜自分の意思で生命保険に加入した人＞

生命保険の検討について （n=312）

（グラフ④）

＜自分自身の意思で生命保険に

加入した人＞生命保険に加入し

ようと思ったのはどんな時か

※複数回答 （n=312）

（グラフ⑤）

＜自分自身の意思で生命保険に

加入した人＞現在加入している

生命保険の商品に決めた理由

※複数回答 （n=310）

（グラフ⑥）

現在加入している生命保険の商品で魅力に感じたもの

（上位10位） ※複数回答 （n=433）
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（グラフ⑦）

現在加入している生命保険の商品にはないが、

ほしいと思う特徴（上位10位） ※複数回答

（n=430）
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生命保険に加入した時期は「10年以上前」35.9％

生命保険に加入した時期は、「10年以上前」35.9％、「５年～10年未満」22.8％、「１年～３年未満」
17.1％と続く（グラフ⑧）。20代は「１年～３年未満」、30～34歳は「５年～10年未満」、35歳以上は「10
年以上前」が最も多かった。

加入している商品内容の理解は「なんとなく」が６割
更新時期を「知っている」人は約４割

現在加入している生命保険の商品内容の理解は、「よく理解している」17.1％、「なんとなく理解して
いる」64.8％、「理解していない」18.1％となった（グラフ⑨）。どの年代においても「なんとなく理解して
いる」が最も多かった。35歳以上は「よく理解している」24.0％となり、他の年代に比べ高い数値となっ
た。また「理解していない」は若い年代ほど多くなった。

加入している生命保険の更新時期を知っているかは、「知っている」37.5％、「知らない」32.6％、「終
身型なので更新はない」29.9％となった（グラフ⑩）。20代は「知らない」、30歳以上は「知っている」が
最も多かった。また、30歳以上は20代に比べ「終身型なので更新はない」が高い数値となった。

加入している保険会社は「アメリカンファミリー生命」が最多
月々の支払いの合計金額は「（１万円超）～１万5000円」25.6％

加入している保険会社をフリーアンサーで聞いたところ、上位５位は、「アメリカンファミリー生命」64
件、「明治安田生命」42件、「日本生命」36件、「住友生命」31件、「ソニー生命」22件となった。

月々支払っている保険の合計金額は、「（１万円超）～１万5000円」25.6％、「5000円以下」25.0％、
「（7000円超）～１万円」19.3％と続き、平均は１万1465円となった（グラフ⑪）。20代、30～34歳は
「5000円以下」、35歳以上は「（１万円超）～１万5000円」が最も多かった。

約４割が「今の保険に不満はない」

保険の見直しについてどのように考えているかは、「今の保険に不満はないので見直すつもりはな
い」39.8％、「見直したいと思うが面倒で後回しにしている」34.4％、「よくわからない」11.6％と続く（グ
ラフ⑫）。20代は「見直したいと思うが面倒で後回しにしている」、30歳以上は「今の保険に不満はな
いので見直すつもりはない」が最も多かった。

保険を見直したいと考えている人に、どんなところを見直したいと思うかを聞いたところ、「掛け捨て
ではなく、積み立てにしたい」36.6％、「保障が安くても月々の掛け金が安いものにしたい」31.1％、
「契約会社を変えたい」23.8％と続く（グラフ⑬）。

調査期間 ： 2007年12月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 545人／首都圏の女性

ＯＬ（2007年/首都圏）
「生命保険・損害保険」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp
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（グラフ⑧）

生命保険に加入した時期

（グラフ⑨）

現在加入している生命保険の商品内容の理解

（グラフ⑩）

現在加入している生命保険の更新時期を知っているか

（グラフ⑪） 月々支払っている保険の合計金額

（グラフ⑫）

保険の見直しについてどのように考えているか （グラフ⑬）

＜保険を見直したいと考えている人＞

どんなところを見直したいか ※複数回答

（n=164）
（%）

17.1

14.2

11.8

24.0

64.8

63.2

69.3

61.7

18.1

19.0

22.6

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　全体

(n=426)

　　20代

(n=106)

30～34歳
　(n=153)

35歳以上

　(n=167)

よく理解している なんとなく理解している 理解していない

7.8

16.7

8.3

17.1

28.7

14.7

16.4

22.4

22.8

23.1

30.1

15.9

35.9

9.3

24.4

63.5
1.8
11.8

22.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　全体　

(n=434)　

　　20代　

(n=108)　

30～34歳　

　(n=156)　

35歳以上　

　(n=170)　

1年未満 ～3年未満 ～5年未満 ～10年未満 10年以上前

37.5

32.7

38.9

39.3

32.6

50.5

26.8

26.8

29.9

34.4

16.8

33.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　全体

(n=432)

　　20代

(n=107)

30～34歳

　(n=157)

35歳以上

　(n=168)

知っている 知らない 終身型なので更新はない

25.0

33.3

30.4

15.0

8.9

9.0

11.2

6.8

19.3

12.8

25.6

14.1

27.2

30.8

12.2

14.3

8.9

13.5

29.5

19.5

10.3

11.2

3.8

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　　全体

　　　　　　(n=336)

平均：１万1465円

　　　　　20代

　　　　(n=78)

平均：9458円

　　　　　30～34歳

　　　　　　(n=125)

平均：１万0676円

　　　　　35歳以上

　　　　　　(n=133)

平均：１万3359円

～5000円 ～7000円 ～1万円

～1万5000円 ～2万円 2万円超

6.7

7.5

3.9

8.9

34.4

39.6

32.3

33.1

39.8

41.3

11.6

16.0

13.5

7.1

7.4

2.8

9.0

8.9

34.0

42.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　全体

(n=430)

　　20代

(n=106)

30～34歳
　(n=155)

35歳以上
　(n=169)

見直したいと思って、調べている

見直したいと思うが面倒で後回しにしている

今の保険に不満はないので見直すつもりはない

よくわからない

その他

36.6
31.1

23.8

9.1 7.3
3.0

19.5

0
5
10
15
20
25
30
35
40

掛

け
捨

て
で
は
な

く

、
積

み
立

て
に

し
た

い

 
 
 
 

保

障

が
安

く

て
も

 

月

々

の
掛

け
金

が

 

安

い
も

の
に
し
た

い

契
約
会
社

を
変

え

た

い

 
 
 
 
 

死
亡
保
障

が

つ
い

て

い
る
も

の
に

し

た

い

 
 
 
 
 

死
亡
保
障

が

つ
い

て

い
な

い
も

の
に

し
た

い

 
 
 
 

積

み
立

て
で
は
な

く

、
掛

け
捨

て
に

し
た

い

 
 
 
 

そ
の
他



24

無料なら

参加して

みたい
57.2%

有料でも
参加して

みたい

0.7%

参加したい

と思わない
42.1%

64.6 60.8

29.6

9.6 9.3 7.0 4.9 4.4 3.0

0

10

20

30

40

50

60

70

保

険
会

社

の
信

頼

性

ア

フ
タ

ー

フ

ォ

ロ
ー

ク

チ

コ
ミ
の
評

判

保

険
会

社

の
知

名

度

保

険
会

社

の
成

長

度

合

い
　

　

　

　

購

入

の

し

や
す

さ

（
ネ

ッ
ト

で
購

入

で
き

る

な

ど

）　

日
本

の
保

険
会

社

外

資

の
保

険
会

社

そ

の
他

商品内容以外では「保険会社の信頼性」を重視

今後自分が新たに生命保険に加入するとしたら、商品内容以外で重視したいことは、「保険会社の
信頼性」64.6％、「アフターフォロー」60.8％が高い数値となり、次いで「クチコミの評判」29.6％、「保険
会社の知名度」9.6％と続く（グラフ⑭）。どの年代においても「保険会社の信頼性」が最も多かった。
20代、30～34歳は35歳以上に比べ「クチコミの評判」が多かった。また30～34歳は「保険会社の知名
度」が他の年代に比べ多くなった。

保険の見直しには「保険に詳しい友人・知人に相談」44.7％

保険を見直す際にどんなところで情報収集・相談をするかは、「保険に詳しい友人・知人に相談」
44.7％、「Ｗｅｂの保険比較サイト」39.8％、「父親・母親」35.9％と続く（グラフ⑮）。「父親・母親」は若い
年代ほど多くなり、20代では57.5％と半数を超えた。30～34歳は「Ｗｅｂの保険比較サイト」、35歳以
上は「保険に詳しい友人・知人に相談」が最も多かった。

保険について誰かに相談したいと考えている人に、どんなことを相談したいかをフリーアンサーで
聞いたところ、「自分のライフスタイルを話して、どのような保険が一番あうかをズバリ教えてほしい」
（28歳/夫婦二人暮らし）、「保障内容。60歳以降の保障も続くタイプの保険なので、保険会社の信頼
性」（31歳/一人暮らし）などの意見が挙がった。

保険のセミナー・講演会への参加意向は「無料なら参加してみたい」57.2％
通販やネットでの申込には「特に抵抗はない」37.3％

保険のセミナーや講演会に参加してみたいかは、「無料なら参加してみたい」57.2％、「参加したい
と思わない」42.1％、「有料でも参加してみたい」0.7％となった（グラフ⑯）。どの年代も「無料なら参加
してみたい」が最も多く、また若い年代ほど多くなった。

加入したいと思う保険商品を見つけたとき、通販やネットで申込むことに抵抗があるかは、「特に抵
抗はない」37.3％、「抵抗を感じるので利用しないと思う」32.5％、「やや抵抗は感じるが便利なので通
販やネットを利用すると思う」22.2％となった（グラフ⑰）。20代、35歳以上は「抵抗を感じるので利用し
ないと思う」、30～34歳は「特に抵抗はない」が最も多かった。

地震保険に「入っている」34.4％
自分名義で加入している損害保険は「火災保険」57.5％

損害保険について全員に聞いたところ、住まいが地震保険に入っているかは、「入っている」34.4％、
「入っていない」48.0％、「わからない」17.7％となった（グラフ⑱）。どの年代においても「入っていな
い」が最も多かった。30歳以上は20代に比べ「入っている」が多くなった。

自分名義で加入している損害保険は、「火災保険」57.5％、「自動車保険」39.4％、「地震保険」
30.3％、「その他」18.1％となった（グラフ⑲）。どの年代においても「火災保険」が最も多かった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 30.1％、30～34歳 36.0％、35歳以上 33.9％。平均年齢 32.4歳。
●居住地：東京都 60.4％、神奈川県 14.7％、千葉県 12.1％、埼玉県 12.1％、茨城県 0.7％。
●未既婚：未婚 71.4％、既婚 28.6％。
●世帯タイプ：親と同居（独身） 37.3％、一人暮らし 26.9％、夫婦二人暮らし 20.9％、
夫婦と子供 8.0％、その他 6.9％。
●住まい：賃貸住宅（社宅含む） 48.2％、親の持家 31.0％、自分（夫婦）の持家 17.4％、その他
3.3％。
＜調査実施＞シティリビング

調査期間 ： 2007年12月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 545人／首都圏の女性

ＯＬ（2007年/首都圏）
「生命保険・損害保険」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 3/3

（グラフ⑭） 今後新たに生命保険に加入するとしたら

商品内容以外で重視したい点 ※複数回答

（n=429）

（グラフ⑮）

保険を見直す際にどんなところで情報収集・相談を

するか（上位10位） ※複数回答 （n=432）

（グラフ⑲）

自分名義で加入している

損害保険 （n=254）

（グラフ⑯）

保険のセミナーや講演会に

参加してみたいか （n=428）

（グラフ⑰）

通販やネットで申込むことに抵抗はあるか

（n=424）

（グラフ⑱） 地震保険に入っているか

（n=538）
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